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◆長期ビジョン「Go forward」 

◆前･中期経営計画「Go forward STAGE1」振り返り  

◆新･中期経営計画「Go forward STAGE2」 

目次 

  数値目標 

  基本方針 

  国内市場  

   海外市場 

   人事政策 

   財務政策 

   社会的課題への対応 

 



長期ビジョン 

「Go forward」 

 STAGE2 
 数値目標 
 基本方針 

 国内市場  海外市場  人事政策  財務政策 
  STAGE1 
  振り返り 

 長期 
 ビジョン 

 社会的 
   課題への 

 対応 
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長期ビジョン 

基礎化学品主体の専門商社から脱却し、 

アグレッシブな化学品・機能製品の総合商社への 

変革を目指す 

〔2026年3月期のあるべき姿・ありたい姿〕 

STAGE 3 

2023年度 

STAGE 2 

2019年度 

STAGE 1 

2016年度 2025年度 

長期ビジョン 
の達成 

土台 飛躍 成長 



振り返り 
前・中期経営計画 

「Go forward STAGE1」 

長期 
ビジョン 

STAGE1 
振り返り 

 STAGE2 
 数値目標 
 基本方針 

 国内市場  海外市場  人事政策  財務政策 
 社会的 

  課題への 
対応 
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STAGE1 振り返り 

＜STAGE1 実績推移＞ 

初年度において 

計画策定時の環境予想と 

大幅に市況が乖離した事等により、 

 配当性向以外の計数目標は未達 

 

92,469  

98,199  

1,291  
1,074  

1,255  1,376  

2015 2016 2017 2018 計数目標 

130,000 

30％ 
以上 

32% 

営業利益 

配当性向 

（単位：百万円） 

しかしながら提案営業等の各種施策を推し進めた結果、増収増益を実現 

またSTAGE1の本来の目的である『次の成長に向けた土台作り』は着実に進行 

売上高 

2015   2016   2017   2018 

96,323 
104,319 

2,080 

（年度） 



「Go forward STAGE2」 

新・中期経営計画 

STAGE2 
数値目標 
基本方針 

 国内市場  海外市場  人事政策  財務政策 
 社会的 

  課題への 
 対応 

長期 
   ビジョン 

  STAGE1 
  振り返り 
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<2022年度> 

連結当期純利益 13億円 

ＲＯＥ 5.0％以上 

配当性向 30％以上 

2019 2020 2021 

Go forward STAGE2 数値目標 

◆目標とする経営指標  

◆持続的成長のための積極投資  

（単位：百万円） 

純利益 

ROE 

配当性向 

1,300 

30%以上 

STAGE2    
目 標 値 

※2019年度業績予想数値 

2022 

STAGE2 成長軌道へ 

トップライン重視から 
本来の利益重視目標に変更 

＜2019～2022年度累計＞ 

１００億円の投資枠の設定 

5.0% 

960 

4.0% 

36％ 

（年度） 
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STAGE2 基本方針 

財務政策 人事政策 

社会的課題への対応 

国内市場 収益基盤 

国内市場 成長事業 
新たなビジネスモデル・新市場 

海外事業 
 
 
国内市場 成長事業 
パッケージトータル 
ビジネスへの深化 



国内市場 
• 新しい成長事業の確立 
• 収益基盤の徹底強化 

  国内市場  海外市場  人事政策  財務政策 
 社会的 

  課題への 
 対応 

長期 
  ビジョン 

  STAGE1 
  振り返り 

 STAGE2 
 数値目標 
 基本方針 
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国内市場 

ビジネスモデルの変革 
▼STAGE2におけるビジネスチェーンのイメージ 

お取引先様 

お客様 

お取引先様 

お取引先様 

お取引先様 

ソーダニッカ 
物流・加工・提案 

etc… 

お客様 

お客様 お客様 

・既存のトレーディング機能からの 

 発展を図る 

・各顧客をつなぎ川上から川下までの 

 ビジネスチェーンを構築、連鎖させ 

 存在意義を確立する 
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国内市場 

５つの事業領域からの選択と集中 

5つの事業領域 

素材産業 
環境 

インフラ 

高機能 
素材 

ライフ 
ヘルスケア 

輸送･機械･ 
設備 

素材産業 生活産業 インフラ パッケージ 

STAGE 
1 

STAGE 
2 

フィルム包材 



海外市場 
更なる拡大に向けた 
アジア市場の開拓 

  海外市場  人事政策  財務政策 
 社会的 

  課題への 
 対応 

長期 
  ビジョン 

  STAGE1 
  振り返り 

 STAGE2 
 数値目標 
 基本方針 

 国内市場 



13 

アジア地域での 
フイルムビジネス 

の展開 

アジア地域での 
環境ビジネス 

の展開 

各国事情にマッチ 
した事業の確立 

海外市場 



人事政策 
• 活力ある企業風土の醸成 
• 可能性が引き出される環境作り 

  人事政策  財務政策 
 社会的 

   課題への 
 対応 

長期 
  ビジョン 

 STAGE1 
 振り返り 

 STAGE2 
 数値目標 
 基本方針 

 国内市場  海外市場 
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人材の 
教育育成 

人材の増強 
確保・獲得 

働き方改革 

 意識改革･行動改革･経営改革の継続 

 個人･組織の可能性が最大限に引き出される環境作り 

 活力ある企業風土を生み出すため、人材の教育育成･確保･獲得を徹底強化 

個人･組織の成長促進 

新人事制度 

一人ひとりの 
意欲･やりがいの促進 

人事政策 



財務政策 
• 持続的成長を図るための積極投資 
• 財務健全性と株主還元の追求 

  財務政策 長期 
ビジョン 

  STAGE1 
  振り返り 

 STAGE2 
 数値目標 
 基本方針 

 国内市場  海外市場 
 社会的 

  課題への 
対応 

 人事政策 
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財務政策 

持続的成長 
のための 
積極投資 

長期的かつ 
安定的な 

株主還元の継続 

機動的な 
資金対応 

資本効率向上と 
財務健全性 
の確保 

 積極的投資に向けた堅実かつ柔軟な財務運営を行い、機動的な投資計画の
検討と、実行への対応 

 資本効率を向上させ、安定的な株主還元を維持 



社会的課題への対応 
SDGsへの取り組み 

社会的 
課題への 
対応 

長期 
ビジョン 

STAGE1 
振り返り 

STAGE2 
数値目標 
基本方針 

 国内市場  海外市場  人事政策  財務政策 
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事業活動を通じて 
安心・安全・豊かな 
暮らしに貢献 

 
 
 

事業活動を通じて 
地球環境保全に貢献 

当社グループにおける優先課題 

 
 

ステークホルダーと 
共にSDGsの 
目標達成に貢献 

SDGs(持続可能な開発目標)に対し、当社グループの 

事業活動及び事業プロセスにおいて最大限に貢献できるようグループ全体で取り組んでいく 

 
 

働き方改革を実行し 
あらゆる人々の 
活躍を促進 

パートナー 
シップ 働き方 

環境 生活 

社会的課題への対応 



本資料の内、業績見通し等は、現在入手可能な情報

による判断および仮定に基づいたものであり、判断

や仮定に内在する不確定性および今後の事業運営や

内外の状況変化等による変動可能性に照らし、実際

の業績等が目標と大きく異なる結果となる可能性が

あります。 


